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曲線 C : y = ex 上の異なる 2 点 A(a; ea) ; P(t; et) における C のそれぞれの法線の交点を Q として，線

分 AQ の長さを La(t) で表す．さらに，r(a) = lim
t!a

La(t) と定義する．

(1) r(a) を求めよ．

(2) a が実数全体を動くとき，r(a) の最小値を求めよ．
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【テーマ】：接線と法線
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(1) は図をかいて丁寧に計算することを心がけましょう．(2) は r(a) が最小になるためには，何が最小になれば

よいのかを考え，効率よい計算をしましょう．
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(1) 点 A; P における法線の方程式は，y0 = ex であることより，

A における法線 : y = ¡
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ea (x ¡ a) + ea ÝÝ1

P における法線 : y = ¡
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et (x ¡ t) + et ÝÝ2

よって，1; 2 の交点 Q は，
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この値を qx とする．右図を参考にして，

La(t) = AQ =
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したがって，
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ここで，
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であるから，
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(2) r(a) =

F
(e2a + 1)3

e2a より，e2a = u とおくと u>0 であり，

r(a) =

F
(u + 1)3

u となるので，f(u) =
(u + 1)3

u (u>0) とおく．

r(a) の最小値を求めるためには f(u) の最小値を求めればよい．

f0(u) =
3(u + 1)2 ¢ u ¡ (u + 1)3

u2 =
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であるから，f0(u) = 0 のとき，u>0 より，u =
1
2
．よって，増減表は次のようになる．
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をとるので，r(a) の最小値は，
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をとる．
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計算量が多いので，要所要所で要領のいい計算が必要になります．特に，La(t) を求める部分では，式が複雑にな

るので置き換えをして書く量を減らしています．また，傾きを利用して計算するとすっきりします．
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